
予習シリーズ

５年㊤第10回
５ 年 理 科 （その１） （2023.５.７）

組分けテスト

※ 問題用紙は（その１）から（その５）までありますから，注意してください。

※ 答えは，別紙の解答らんに書き入れなさい。
かいとう

次の問いに答えなさい。

問１ 木の枝にうみつけられた 卵 で冬を越し，春に幼 虫 のすがたが見られる昆 虫 はどれですか。下から選び，
えだ たまご こ ようちゅう こんちゅう

記号で答えなさい。

(ｱ) モンシロチョウ (ｲ) ミツバチ (ｳ) カブトムシ (ｴ) オオカマキリ

問２ 秋に北の国から日本に渡ってきて，日本で冬を越す渡り鳥はどれですか。下から選び，記号で答えなさい。
わた

(ｱ) スズメ (ｲ) カラス (ｳ) ハクチョウ (ｴ) ツバメ

問３ 物質の 状 態のうち，どんな容器に入れても全体に広がり，一定の体積も形もない状態を何といいますか。
ぶっしつ じょうたい よう き

下から選び，記号で答えなさい。

(ｱ) 液体 (ｲ) 固体 (ｳ) 気体
えきたい

問４ （図）のように，白色・赤色・黒色にぬった３本の試験管を用意して，温

度計をつけたゴムせんで同じ量の空気をとじこめ，よく日のあたる場所に一定

時間置きました。温度計の示す 値 が高い順にならべると，どのようになりま
しめ あたい

すか。下から選び，記号で答えなさい。

(ｱ) 高 白色→赤色→黒色 低 (ｲ) 高 白色→黒色→赤色 低

(ｳ) 高 赤色→黒色→白色 低 (ｴ) 高 赤色→白色→黒色 低

(ｵ) 高 黒色→白色→赤色 低 (ｶ) 高 黒色→赤色→白色 低

問５ 北の空に見え，１年中その位置をほとんど変えない恒星は何ですか。ことばで答えなさい。
こうせい

問６ 下の(ｱ)～(ｴ)のうち，オリオン座はどれですか。記号で答えなさい。
ざ

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ)

１
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（図）

黒色赤色白色
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５ 年 理 科 (組分け) (その２) (2023.５.７)

（グラフ１）は，ある１日の気温・地温・太陽高度の変化を調べてまとめたものです。また，同じ場所における

同じ時期の晴れの日・くもりの日・雨の日の気温の変化をくらべると，（グラフ２）のようになりました。これに

ついて，次の問いにそれぞれ記号で答えなさい。

問１ 気温のはかり方の説明として，正しいものはどれですか。下から選びなさい。

(ｱ) 風通しのよい場所で，温度計に直射日光をあててはかる。

(ｲ) 風通しのよい場所で，温度計に直射日光があたらないようにしてはかる。

(ｳ) 風のあたらない場所で，温度計に直射日光をあててはかる。

(ｴ) 風のあたらない場所で，温度計に直射日光があたらないようにしてはかる。

問２ 地温のはかり方として，正しいものはどれですか。下から選びなさい。

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ)

問３ 下の(ｱ)～(ｴ)のうち，「晴れ」を表す天気記号はどれですか。

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ)

問４ （グラフ１）のＡ～Ｃのうち，気温の変化を表しているのはどれですか。また，（グラフ２）のＰ～Ｒのう

ち，くもりの日の気温の変化を表しているのはどれですか。それぞれ答えなさい。

問５ 地面が太陽から受ける熱量と，地面から出て行く熱量について，下のようになる時刻は何時ごろですか。最

も近いものをあとから選び，それぞれ答えなさい。

(1) 地面が太陽から受ける熱量が最も大きくなる。

(2) 地面が太陽から受ける熱量と，地面から出て行く熱量がほぼ等しくなる。

(ｱ) 11時ごろ (ｲ) 12時ごろ (ｳ) 13時ごろ (ｴ) 14時ごろ (ｵ) 15時ごろ

２
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５ 年 理 科 (組分け) (その３) (2023.５.７)

（図１）～（図４）は，春・梅雨・夏・冬のころのいずれかに，気象衛星によってさつえいされた日本上空の雲
つ ゆ

のようすです。また，（図５）のＡ～Ｄは，それぞれ春・梅雨・夏・冬のいずれかのころの天気図で，ＤのＸは前
つ ゆ

線を表しています。これについて，次の問いに答えなさい。

写真提供：気象庁

問１ （図１）～（図４）のうち，夏のころの雲のようすを表しているものはどれですか。解答らんに合うように，

番号で答えなさい。

問２ 冬のころの天気について，下の問いにそれぞれ記号で答えなさい。

(1) 冬のころの季節風は，どちらの方角からふきますか。
き せつふう

(ｱ) 北東 (ｲ) 南東 (ｳ) 北西 (ｴ) 南西

(2) 冬のころの太平洋側の天気の特ちょうとして，最も適当なものはどれですか。
がわ とく

(ｱ) かんそうした晴天が続く。

(ｲ) 雨や雪の日が多くなる。

(ｳ) 晴れの日とくもりの日が，数日おきに入れかわる。

(ｴ) 晴れの日が多いが， 雷 をともなったはげしい雨がふることがある。
かみなり

問３ （図６）は，日本の天気に影 響 をあたえるおもな気団の位置を表したものです。
えいきょう

この中の○あの気団について，下の問いに答えなさい。

(1) ○あの気団を何気団といいますか。解答らんに合うように，ことばで答えなさい。

(2) ○あの気団がふくむ空気の性質として，正しいものはどれですか。下から選び，

記号で答えなさい。

(ｱ) あたたかくしめっている。 (ｲ) あたたかくかわいている。

(ｳ) 冷たくしめっている。 (ｴ) 冷たくかわいている。

問４ （図５）のＤに見られる前線Ｘは，（図７）のような記号で表されます。

これについて，下の問いにそれぞれ記号で答えなさい。

(1) 前線Ｘを何前線といいますか。下から選びなさい。

(ｱ) 温暖前線 (ｲ) 寒冷前線 (ｳ) 停たい前線 (ｴ) 閉そく前線

(2) 前線Ｘ付近の雨のふり方について述べた文として，最もあてはまるものはどれですか。下から選びなさい。
の

(ｱ) せまいはん囲におだやかな雨がふる。 (ｲ) 広いはん囲におだやかな雨がふる。
い

(ｳ) せまいはん囲にはげしい雨がふる。 (ｴ) 広いはん囲にはげしい雨がふる。

問５ （図１）～（図４）と，（図５）のＡ～Ｄについて，同じ時期の写真と図を選んだ組み合わせとして，正し

いものはどれですか。下から選び，記号で答えなさい。

(ｱ) （図１）とＡ (ｲ) （図２）とＢ (ｳ) （図３）とＣ (ｴ) （図４）とＤ

３
24

Ｘ

（図１） （図２） （図３） （図４）
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（図７）

あ
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５ 年 理 科 (組分け) (その４) (2023.５.７)

Ａ～Ｄは，陸上で見られるいろいろな植物の写真です。これについて，次の問いに答えなさい。

Ａ チューリップ Ｂ アサガオ Ｃ ゼンマイ Ｄ イチョウ

写真提供：コーベット・フォトエージェンシー

問１ （図１）のＡ～Ｄの植物について，下の①～④の特ちょうがあてはまるかどうかで分類しました。これにつ

いて，下の問いに答えなさい。

① お花とめ花に分かれている。 ② 胚珠がむき出しになっている。
はいしゅ

③ 維管束をもつ。 ④ 胞子でふえる。
い かんそく ほう し

(1) Ａ～Ｄのすべての植物にあてはまる特ちょうはどれですか。①～④から選び，番号で答えなさい。

(2) ①～④の特ちょうについて，あてはまるものの組み合わせがＣと同じ植物はどれですか。下から選び，記

号で答えなさい。

(ｱ) ツユクサ (ｲ) ソテツ (ｳ) タンポポ (ｴ) ワラビ

(3) (2)で答えた植物や，Ｃの植物と同じ特ちょうを持つものを，まとめて何植物といいますか。解答らんに合
かいとう

うように，ことばで答えなさい。

問２ Ａの植物の葉や根のつくりについて，さらに調べました。これについて，下の問いに答えなさい。

(1) Ａの植物の葉・根のつくりとして，適当なものはどれですか。下から選び，それぞれ記号で答えなさい。
てきとう

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ)

(2) Ａと同じような葉や根のつくりをもつ植物を何類といいますか。解答らんに合うように，ことばで答えな

さい。

問３ （図２）・（図３）は，Ｂの植物のくきや葉の断面の
だんめん

模式図です。これについて，下の問いに答えなさい。
も しき ず

(1) ○あ～○えのうち，根から 吸 収 した水の通り道となる
きゅうしゅう

管はどれですか。すべて選び，記号で答えなさい。

(2) （図３）のＸは，気体の出し入れを行っている穴で
あな

す。Ｘを何といいますか。ことばで答えなさい。また，

Ｘのつくりやはたらきについて，正しく説明したものは

どれですか。すべて選び，記号で答えなさい。

(ｱ) 葉の表と裏を比べると，裏側により多く見られる。
うら くら

(ｲ) 体内の水分が多くなると開く。

(ｳ) 光合成が行われることで，Ｘから二酸化炭素が出される。
に さん か たん そ

(ｴ) Ｘから出て行く酸素の量を昼間と夜で比べると，夜の方が多い。

４
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５ 年 理 科 (組分け) (その５) (2023.５.７)

（図１）のようにして，長さが120㎝で，太さが一様でない棒の左右の端をそれぞればねばかりで持ち上げると，
ぼう はし

それぞれ180ｇと60ｇを示しました。また，この棒を（図２）のように左端から30㎝のところでつるすと，水平に
しめ

つり合いました。これについて，次の問いに答えなさい。ただし，棒とおもり以外の重さは考えないものとします。

問１ （図１）の棒の重さは何ｇですか。数字で答えなさい。

問２ （図１）の棒を，（図３）のように，左端から60㎝のところでつるすと，

棒はどのようになりますか。下から選び，記号で答えなさい。

(ｱ) 左側が下がる。

(ｲ) 右側が下がる。

(ｳ) 水平につり合う。

問３ （図１）の棒とおもりを（図４）のように水平につり合わせました。点Ｐ

にかかる力は何ｇですか。数字で答えなさい。

問４ （図５）のようにして，（図１）と同じ棒①・②と，大輪の半径が40㎝，小輪の半径が20㎝の輪軸，おもり
りんじく

を組み合わせました。これについて，下の問いに答えなさい。

(1) 点Ｑにかかる力は何ｇですか。数字で答えなさい。

(2) おもりＸの重さは何ｇですか。数字で答えなさい。

(3) おもりＹの重さは何ｇですか。数字で答えなさい。

(4) 点Ｒにかかる力は何ｇですか。数字で答えなさい。

(5) 輪軸の小輪を，24㎝のものに変えたところ，棒がかたむいたので，棒①をつるす位置と，棒②につるした

60ｇのおもりの位置を変えて，ふたたび水平につり合わせました。このとき，60ｇのおもりを左右どちらに何

㎝動かしましたか。方向を漢字１字で，動かす距離を数字で答えなさい。
きょ り

５
16

（図１）

60ｇ180ｇ

右左

（図２）

左 右
30㎝

（図４）

Ｐ

60ｇ

（図３）

左 右

（図５）
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Ｑ
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Ｒ
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